
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信相手側が複数の受信信号を合成する場合は、複数の伝搬路を介して受信された複数
の信号を合成した信号の受信電力を測定し、通信相手側が複数の受信信号のうち最良の受
信品質の信号を選択する場合は、複数の伝搬路を介して受信された複数の信号それぞれの
受信電力を測定する受信電力測定手段と、
　前記受信電力と前記複数の受信信号の通信相手側での送信電力とを用いて前記複数の伝
搬路 伝搬損失を測定する伝搬損失測定手段と、
　 に基づいて 送信電力を制御する制
御手段と、
　を具備することを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　送信電力制御後の信号を前記伝搬損失が最小となるセルに対応する基地局装置に対して
送信する送信手段、をさらに具備することを特徴とする請求項１記載の移動局装置。
【請求項３】
　送信電力制御後の信号を前記伝搬損失が最小となるセクタに対応するアンテナに対して
送信する送信手段、をさらに具備することを特徴とする請求項１記載の移動局装置。
【請求項４】
　受信電力測定手段は、通信相手側から報知される受信方法にしたがって受信電力の測定
方法を切り替えることを特徴とする請求項１記載の移動局装置。
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【請求項５】
　請求項４記載の移動局装置と通信を行い、前記移動局装置に対して自局側での受信方法
を報知することを特徴とする基地局装置。
【請求項６】
　通信相手側が複数の受信信号を合成する場合は、複数の伝搬路を介して受信された複数
の信号を合成した信号の受信電力を測定し、通信相手側が複数の受信信号のうち最良の受
信品質の信号を選択する場合は、複数の伝搬路を介して受信された複数の信号それぞれの
受信電力を測定する受信電力測定工程と、
　前記受信電力と前記複数の受信信号の通信相手側での送信電力とを用いて前記複数の伝
搬路 伝搬損失を測定する伝搬損失測定工程と、
　 に基づいて 送信電力を制御する制
御工程と、
　を具備することを特徴とする送信電力制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、移動局装置および送信電力制御方法に関し、特に、ＴＤＤ（ Time Division Du
plex）方式の無線通信システムにおいて使用される移動局装置および送信電力制御方法に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
セルラー方式の移動体通信システムでは、通常セル境界付近において通信品質が最も悪く
なる。このため、移動局がセル境界付近に位置する場合に、複数の基地局で受信された信
号を合成したり、複数の基地局で受信された信号のうち受信品質が最良の信号を選択する
ことによって上り回線（移動局から基地局へ向かう回線）の通信品質の劣化を抑えている
。
【０００３】
以下、複数の基地局で受信された信号を合成することにより受信品質の劣化を抑えるタイ
プの受信方法を合成型の受信といい、複数の基地局で受信された信号のうち受信品質が最
良の信号を選択することによって受信品質の劣化を抑えるタイプの受信方法を選択型の受
信という。
【０００４】
また、ＣＤＭＡ方式の移動体通信システムにおいては、いわゆる遠近問題を解決するため
に送信電力制御が行われる。
【０００５】
送信電力制御のうちいわゆるオープンループ型の送信電力制御を移動局が行う場合には、
移動局は、予め基地局から通知されている送信電力値から受信信号の電力値を減じて基地
局－移動局間の伝搬損失を測定し、基地局での所望の受信電力値にその伝搬損失の値を加
味して送信電力値を決定する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、合成型の受信を行うシステムと選択型の受信を行うシステムとが混在する
場合には、以下の問題がある。
【０００７】
すなわち、合成型の受信を行うシステムでは、選択型の受信を行うシステムよりもダイバ
ーシチ利得分だけ受信電力を増加させることができる。よって、移動局が、選択型の受信
を行うシステムで行っていたオープンループ型の送信電力制御をそのまま合成型の受信を
行うシステムで行うと、基地局側での受信品質が過剰となってしまい、システム容量とい
う点から見て効率が悪い。
【０００８】

10

20

30

40

50

(2) JP 3735003 B2 2006.1.11

それぞれの
前記それぞれの伝搬損失 前記複数の伝搬路それぞれの



よって、移動局は、現在自局が位置するシステムの受信タイプに応じて適宜送信電力制御
の方法を変えることが望ましい。しかし、現在までのところそのような方法は開示されて
いない。
【０００９】
本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、合成型の受信を行うシステムと選択型の
受信を行うシステムとが混在する場合においても、各システムに応じて適切な送信電力制
御を行うことができる移動局装置および送信電力制御方法を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の移動局装置は、通信相手側が複数の受信信号を合成する場合は、複数の伝搬路
を介して受信された複数の信号を合成した信号の受信電力を測定し、通信相手側が複数の
受信信号のうち最良の受信品質の信号を選択する場合は、複数の伝搬路を介して受信され
た複数の信号それぞれの受信電力を測定する受信電力測定手段と、前記受信電力と前記複
数の受信信号の通信相手側での送信電力とを用いて前記複数の伝搬路 伝搬損失
を測定する伝搬損失測定手段と、 に基づいて

送信電力を制御する制御手段と、を具備する構成を採る。
【００１１】
　この構成によれば、通信相手側での受信方法に合わせて伝搬損失の測定方法を適宜切り
替えるため、合成型の受信を行う通信相手と選択型の受信を行う通信相手とが混在する場
合においても、各通信相手に応じて適切な送信電力制御を行うことができる。

【００１２】
　本発明の移動局装置は、 前記伝搬損失が最小となるセルに対応
する基地局装置に対して送信する 構成を採る。
【００１３】
　本発明の移動局装置は、 前記伝搬損失が最小となるセクタに対
応するアンテナに対して送信する 構成を採る。
【００１４】
これらの構成によれば、伝搬損失が最小となる伝搬路を使用し信号を送信するため、常に
伝搬路状態が最良な伝搬路を介して信号を送信することができる。
【００１７】
　本発明の移動局装置は、 通信相手側から報知される受信方法にし
たがって 構成を採る。
【００１８】
　本発明の基地局装置は、前記移動局装置と通信を行い、前記移動局装置に対して自局側
での受信方法を報知する構成を採る。
【００１９】
　 構成によれば、基地局装置は自局側での受信方法を移動局装置へ報知するため、移
動局装置は、通信相手となる基地局装置の受信方法に合わせて伝搬損失の測定方法を適宜
切り替えることができる。
【００２０】
　本発明の送信電力制御方法は、通信相手側が複数の受信信号を合成する場合は、複数の
伝搬路を介して受信された複数の信号を合成した信号の受信電力を測定し、通信相手側が
複数の受信信号のうち最良の受信品質の信号を選択する場合は、複数の伝搬路を介して受
信された複数の信号それぞれの受信電力を測定する受信電力測定工程と、前記受信電力と
前記複数の受信信号の通信相手側での送信電力とを用いて前記複数の伝搬路 伝
搬損失を測定する伝搬損失測定工程と、 に基づいて

10

20

30

40

50

(3) JP 3735003 B2 2006.1.11

それぞれの
前記それぞれの伝搬損失 前記複数の伝搬路そ

れぞれの
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相手が合成型の受信を行う場合に、ダイバーシチ利得分を考慮して伝搬損失を測定するた
め、ダイバーシチ利得分だけ送信電力を低減することができる。よって、この構成によれ
ば、通信相手が合成型の受信を行う場合であっても、合成された信号の品質が過剰品質と
ならないようにすることができる。
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送信電力を制御する制御工程と、を具備するようにした。
【００２１】
この方法によれば、通信相手側での受信方法に合わせて伝搬損失の測定方法を適宜切り替
えるため、合成型の受信を行う通信相手と選択型の受信を行う通信相手とが混在する場合
においても、各通信相手に応じて適切な送信電力制御を行うことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、本発明の一実施の形態に係る移動局装置を含む無線通信システムの構成図であ
る。この無線通信システムは、移動局１００と、セルＡを扱う基地局Ａ１０１と、セルＢ
を扱う基地局Ｂ１０２と、制御局１０３とにより構成される。
【００２４】
移動局１００は、セルＡとセルＢの境界付近では、基地局Ａ１０１と基地局Ｂ１０２の双
方と通信を行う。基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２は、合成型の受信または選択型の
受信を行う。すなわち、移動局１００がセル境界付近に位置する場合には、制御局１０３
は、基地局Ａ１０１で受信された信号と基地局Ｂ１０２で受信された信号とを合成するか
、または、基地局Ａ１０１で受信された信号と基地局Ｂ１０２で受信された信号のうち受
信品質が良い方の信号を選択する。なお、合成型の受信を行うか、選択型の受信を行うか
は、システム毎に予め決められている。
【００２５】
次いで、移動局１００の構成について説明する。図２は、本発明の一実施の形態に係る移
動局装置の構成を示す要部ブロックである。
【００２６】
移動局１００において、ＲＦ部２０２は、アンテナ２０１を介して送受信される信号に対
して所定の無線処理を施す。逆拡散部２０３は、受信信号を逆拡散する。復調部２０４は
、逆拡散部２０３で逆拡散された信号のうち、個別通信チャネル信号に対して所定の復調
処理を施す。データ分解部２０５は、復調部２０４からフレーム単位で出力されるデータ
をスロットに分解する。これにより、受信データが得られる。
【００２７】
切り替え制御部２０６は、移動局１００が現在位置するシステムが合成型の受信を行うか
、選択型の受信を行うかを示す情報（以下、受信タイプ情報という）にしたがって、伝搬
損失の測定方法を適宜切り替える。伝搬損失測定部２０７は、切り替え制御部２０６の制
御にしたがって、システムの受信タイプに応じて測定方法を適宜切り替えて伝搬損失を測
定する。なお、伝搬損失測定部２０７の構成については、後に詳述する。
【００２８】
送信電力制御部２０８は、伝搬損失値と基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２での所定の
目標受信電力値とから送信電力値を求め、送信信号の電力値を制御する。伝搬損失比較部
２０９は、各セルの伝搬損失を比較する。送信スロット制御部２１０は、比較結果に基づ
いて、どのタイムスロットを用いてデータを送信するか制御する。
【００２９】
データ組立部２１１は、送信スロット制御部２１０の制御にしたがって、送信データを所
定のスロットに格納した後スロットをフレームに組み立てる。変調部２１２は、送信デー
タに対して所定の変調処理を施す。拡散部２１３は、変調されたデータに対して拡散処理
を施す。
【００３０】
次いで、伝搬損失測定部２０７の構成について説明する。図３は、本発明の一実施の形態
に係る移動局装置の伝搬損失測定部の構成を示す要部ブロック図である。
【００３１】
伝搬損失測定部２０７において、抽出部３０１は、共通制御チャネル信号の送信電力値を
示す情報を共通制御チャネル信号から抽出する。なお、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１
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０２は、共通制御チャネル信号のうち例えば報知チャネル信号等によって、共通制御チャ
ネル信号の送信電力値を移動局１００へ報知することができる。記憶部３０２は、共通制
御チャネル信号の送信電力値を記憶する。
【００３２】
スイッチ３０３は、切り替え制御部２０６の制御にしたがって、受信タイプに応じて接続
状態が適宜切り替えられる。合成部３０４は、システムが合成型の受信を行う場合に、基
地局Ａ１０１から送信された共通制御チャネル信号と基地局Ｂ１０２から送信された共通
制御チャネル信号とを所定の方法により合成する。なお、合成方法は上り回線の個別通信
チャネル信号に対して用いられる合成方法と同じであれば、どのような合成方法であって
もよい。
【００３３】
受信電力測定部３０５は、共通制御チャネル信号の受信電力を測定する。減算部３０６は
、記憶部３０２に記憶されている共通制御チャネル信号の送信電力値から受信電力測定部
３０５で測定された共通制御チャネル信号の受信電力値を減ずることによって各セルの伝
搬損失を測定する。
【００３４】
次いで上記構成を有する移動局装置の動作について説明する。図４は、本発明の一実施の
形態に係る移動局装置の動作を説明するためのタイムスロットの割り当て状態の一例を示
す模式図である。図４に示すように、移動局１００と基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０
２とは、ＴＤＤ方式により無線通信を行う。
【００３５】
なお、以下の説明では、タイムスロットをＴＳ、セルＡに対応する共通制御チャネルをＤ
－Ａ、セルＢに対応する共通制御チャネルをＤ－Ｂ、セルＡに対応する上り回線の個別通
信チャネルをＵ－Ａ、およびセルＢに対応する上り回線の個別通信チャネルをＵ－Ｂと示
す。また、Ｄ－Ａ、Ｄ－Ｂ、Ｕ－Ａ、およびＵ－Ｂを用いて伝送される信号をそれぞれ、
Ｄ－Ａの信号、Ｄ－Ｂの信号、Ｕ－Ａの信号、およびＵ－Ｂの信号という。また、以下の
説明では、移動局１００は現在、図１に示すように、セルＡとセルＢの境界付近に位置す
るものする。また、移動局１００は、現在Ｕ－Ａの信号を送信しているものとする。
【００３６】
アンテナ２０１を介して受信された信号は、ＲＦ部２０２によって所定の無線処理を施さ
れた後、逆拡散部２０３によって逆拡散処理が施される。
【００３７】
具体的には、図４（ａ）に示す割り当て状態において、逆拡散部２０３によって、ＴＳ２
およびＴＳ７に対して、各セル毎に割り当てられている拡散符号を用いて逆拡散処理が施
される。これにより、Ｄ－Ａの信号（すなわち、基地局Ａ１０１から送信される共通制御
チャネル信号）およびＤ－Ｂの信号（すなわち、基地局Ｂ１０２から送信される共通制御
チャネル信号）が受信信号から抽出される。抽出されたＤ－Ａの信号およびＤ－Ｂの信号
は、伝搬損失測定部２０７へ出力される。なお、各セル毎に割り当てられた拡散符号とは
、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２が、共通制御チャネル信号の拡散処理時に用いた
拡散符号に相当する。
【００３８】
また、逆拡散部２０３によって、下り回線の個別通信チャネル信号が送信されるタイムス
ロットに対して、移動局１００に割り当てられている拡散符号を用いて逆拡散処理が施さ
れる。これにより、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２からそれぞれ送信されている個
別通信チャネル信号が、受信信号から抽出される。個別通信チャネルの信号中には、基地
局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２から報知される受信タイプ情報が含まれている。抽出さ
れた個別通信チャネル信号は、復調部２０４へ出力される。
【００３９】
復調部２０４では、基地局Ａ１０１から送信された個別通信チャネル信号と基地局Ｂ１０
２から送信された個別通信チャネル信号とが復調された後合成される。これにより、フレ
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ーム単位で構成されたデータが得られる。フレーム単位で構成されたデータは、データ分
解部２０５へ出力される。
【００４０】
データ分解部２０５では、フレーム単位で構成されたデータがスロット単位に分解される
。これにより、受信データが得られる。また、分解されたデータは、切り替え制御部２０
６へ出力される。
【００４１】
切り替え制御部２０６では、データ中から受信タイプ情報が取得される。そして、この受
信タイプ情報にしたがって、切り替え制御部２０６によって、スイッチ３０３の切り替え
制御が行われる。
【００４２】
具体的には、システムの受信タイプが合成型である場合には、切り替え制御部２０６は、
スイッチ３０３を○印側へ接続する。これにより、逆拡散部２０３より出力されたＤ－Ａ
の信号およびＤ－Ｂの信号は、合成部３０４に入力される。
【００４３】
合成部３０４では、Ｄ－Ａの信号とＤ－Ｂの信号とが所定の方法により合成される。合成
された共通制御チャネル信号は、受信電力測定部３０５へ出力される。
【００４４】
一方、システムの受信タイプが選択型である場合には、切り替え制御部２０６は、スイッ
チ３０３を●印側へ接続する。これにより、逆拡散部２０３より出力されたＤ－Ａの信号
およびＤ－Ｂの信号はそれぞれ、直接受信電力測定部３０５に入力される。
【００４５】
受信電力測定部３０５では、共通制御チャネル信号の受信電力が測定される。すなわち、
システムの受信タイプが合成型である場合には、Ｄ－Ａの信号とＤ－Ｂの信号とが合成さ
れた信号の受信電力が測定される。一方、システムの受信タイプが選択型である場合には
、Ｄ－Ａの信号の受信電力とＤ－Ｂの信号の受信電力とがそれぞれ測定される。測定され
た受信電力値は、減算部３０６へ出力される。
【００４６】
また、抽出部３０１では、Ｄ－Ａの信号からＤ－Ａの信号の送信電力値を示す情報が抽出
され、Ｄ－Ｂの信号からＤ－Ｂの信号の送信電力値を示す情報が抽出される。抽出された
Ｄ－Ａの信号の送信電力値およびＤ－Ｂの信号の送信電力値は、それぞれ記憶部３０２に
記憶される。なお、Ｄ－Ａの信号およびＤ－Ｂの信号は、図４に示すようにすべてのフレ
ームにおいて送信されているため、記憶部３０２に記憶される送信電力値は１フレーム毎
に更新される。
【００４７】
減算部３０６では、記憶部３０２に記憶されている送信電力値から、受信電力測定部３０
５から出力された受信電力値が減ぜられて、セルＡでの伝搬損失およびセルＢでの伝搬損
失がそれぞれ測定される。
【００４８】
すなわち、システムの受信タイプが合成型である場合には、減算部３０６は、Ｄ－Ａの信
号の送信電力値からＤ－Ａの信号とＤ－Ｂの信号とが合成された信号の受信電力値を減じ
てセルＡでの伝搬損失を測定し、Ｄ－Ｂの信号の送信電力値からＤ－Ａの信号とＤ－Ｂの
信号とが合成された信号の受信電力値を減じてセルＢでの伝搬損失を測定する。
【００４９】
一方、システムの受信タイプが選択型である場合には、減算部３０６は、Ｄ－Ａの信号の
送信電力値からＤ－Ａの信号の受信電力値を減じてセルＡでの伝搬損失を測定し、Ｄ－Ｂ
の信号の送信電力値からＤ－Ｂの信号の受信電力値を減じてセルＢでの伝搬損失を測定す
る。
【００５０】
このように、移動局１００は、自局が現在含まれるシステムの受信タイプ合わせて測定方
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法を適宜切り替えて、セルＡでの伝搬損失およびセルＢでの伝搬損失をそれぞれ測定する
。測定された伝搬損失値は、送信電力制御部２０８および伝搬損失比較部２０９へ出力さ
れる。
【００５１】
送信電力制御部２０８では、上り回線の個別通信チャネル信号の送信電力が、以下のよう
にして求められる。すなわち、送信電力制御部２０８は、基地局Ａ１０１での所定の目標
受信電力値にセルＡでの伝搬損失値を加えて、Ｕ－Ａの信号の送信電力値を求める。また
、送信電力制御部２０８は、基地局Ｂ１０２での所定の目標受信電力値にセルＢでの伝搬
損失値を加えて、Ｕ－Ｂの信号の送信電力値を求める。なお、送信電力制御部２０８は、
利得調整量を加味して送信電力値を求めてもよい。
【００５２】
伝搬損失比較部２０９では、セルＡでの伝搬損失の大きさとセルＢでの伝搬損失の大きさ
とが比較され、伝搬損失が小さい方のセルが選択される。そして、選択結果を示す信号が
、送信スロット制御部２１０へ出力される。
【００５３】
ここで、上述したように、移動局１００と基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２とは、Ｔ
ＤＤ方式により無線通信を行っている。ＴＤＤ方式では下り回線の伝搬路特性と上り回線
の伝搬路特性とは相関性が非常に高い。よって、Ｄ－Ａの信号が伝送される際のセルＡの
伝搬路の状態とＵ－Ａの信号が伝送される際のセルＡの伝搬路の状態とは相関性が高くな
り、Ｄ－Ｂの信号が伝送される際のセルＢの伝搬路の状態とＵ－Ｂの信号が伝送される際
のセルＢの伝搬路の状態とは相関性が高くなる。
【００５４】
そこで、送信スロット制御部２１０では、伝搬損失比較部２０９での選択結果に基づいて
、個別通信チャネル信号の送信に用いられるチャネルおよびタイムスロットが以下のよう
にして決定される。
【００５５】
すなわち、図４（ａ）に示す割り当て状態において、伝搬損失比較部２０９によりセルＡ
が選択された場合には、送信スロット制御部２１０は、次のフレームにおいては、Ｕ－Ａ
を用いてデータを送信することを決定する。よって、この場合には、タイムスロットの割
り当て状態は、次のフレームにおいても、図４（ａ）に示す状態となり、移動局１００か
らはＵ－Ａの信号が送信される。
【００５６】
一方、図４（ａ）に示す割り当て状態において、伝搬損失比較部２０９によりセルＢが選
択された場合には、送信スロット制御部２１０は、次のフレームにおいては、Ｕ－Ｂを用
いてデータを送信することを決定する。よって、この場合には、タイムスロットの割り当
て状態は、次のフレームにおいては、図４（ａ）に示す状態から図４（ｂ）に示す状態へ
と切り替わり、移動局１００からはＵ－Ｂの信号が送信される。
【００５７】
このように、送信スロット制御部２１０が、伝搬損失比較部２０９での選択結果に基づい
て個別通信チャネル信号の送信に用いるチャネルおよびタイムスロットを決定することに
より、移動局１００は、伝搬路状態の瞬時変動に追従し、常に伝搬路状態が最良な伝搬路
を介して信号を送信することができる。換言すれば、移動局１００は、常に伝搬路状態が
最良なセルに対応する基地局に対して信号を送信することができる。
【００５８】
次いで、送信スロット制御部２１０では、どの個別通信チャネルでデータが送信されるの
かを示す情報（以下、チャネル情報という）と、どのタイムスロットでデータが送信され
るのかを示す情報（以下、スロット情報）とが生成されて、送信電力制御部２０８、デー
タ組立部２１１および拡散部２１３へ出力される。
【００５９】
データ組立部２１１では、スロット情報にしたがって、送信データを所定のスロットに格
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納した後、複数のスロットをまとめてフレームを組み立てる。具体的には、Ｕ－Ａの信号
が送信される場合には、データ組立部２１１は、図４（ａ）に示すように、送信データを
ＴＳ３に格納する。一方、Ｄ－Ｂの信号が送信される場合には、データ組立部２１１は、
図４（ｂ）に示すように、送信データをＴＳ８に格納する。
【００６０】
フレームに組み立てられたデータは変調部２１２へ出力され、変調部２１２で所定の変調
処理が施される。変調処理を施されたデータは、拡散部２１３へ出力される。
【００６１】
拡散部２１３では、チャネル情報およびスロット情報にしたがって、変調されたデータに
対して拡散処理が施される。具体的には、Ｕ－Ａの信号が送信される場合には、拡散部２
１３は、ＴＳ３に格納されているデータに対してＴＳ３が入力されるタイミングで、セル
Ａに割り当てられている拡散符号を用いて拡散処理を施す。一方、Ｕ－Ｂの信号が送信さ
れる場合には、拡散部２１３は、ＴＳ８に格納されているデータに対してＴＳ８が入力さ
れるタイミングで、セルＢに割り当てられている拡散符号を用いて拡散処理を施す。拡散
処理を施されたデータは、ＲＦ部２０２へ出力される。
【００６２】
また、このとき、送信電力制御部２０８が、スロット情報に基づいて、個別通信チャネル
信号の送信電力を制御する。具体的には、Ｕ－Ａの信号が送信される場合には、送信電力
制御部２０８は、ＴＳ３の送信電力が上述したようにして求めたＵ－Ａの信号の送信電力
値になるように、ＲＦ部２０２を制御する。一方、Ｕ－Ｂの信号が送信される場合には、
送信電力制御部２０８は、ＴＳ８の送信電力が上述したようにして求めたＵ－Ｂの信号の
送信電力値になるように、ＲＦ部２０２を制御する。
【００６３】
この制御により、Ｕ－Ａの信号またはＵ－Ｂの信号が、ＲＦ部２０２によって上記送信電
力に増幅された後、所定の無線処理を施されてアンテナ２０１を介して送信される。
【００６４】
移動局１００から送信された個別通信チャネル信号は、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１
０２で受信される。上述したように、Ｕ－Ａの信号を送信するかＵ－Ｂの信号を送信する
かは移動局１００が決定するため、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２は、どのスロッ
トで個別通信チャネル信号が送信されるのかを判断することができない。そこで、図１に
示すシステムでは、基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２の双方が、Ｕ－Ａの信号または
Ｕ－Ｂの信号を受信する。
【００６５】
基地局Ａ１０１および基地局Ｂ１０２では、個別通信チャネル信号に対して復調処理が施
されて、制御局１０３へ出力される。
【００６６】
システムの受信タイプが合成型である場合には、制御局１０３は、基地局Ａ１０１から出
力された個別通信チャネル信号と基地局Ｂ１０２から出力された個別通信チャネル信号と
を所定の方法により合成する。一方、システムの受信タイプが選択型である場合には、制
御局１０３は、基地局Ａ１０１から出力された個別通信チャネル信号と基地局Ｂ１０２か
ら出力された個別通信チャネル信号のうち、受信品質が良い方の個別通信チャネル信号を
選択する。
【００６７】
このように、本実施の形態によれば、移動局は、自局が現在含まれるシステムの受信タイ
プ合わせて測定方法を適宜切り替えて伝搬損失を測定する。よって、本実施の形態によれ
ば、システムが合成型の受信を行う場合に、ダイバーシチ利得分を考慮して伝搬損失を測
定するため、ダイバーシチ利得分だけ送信電力を低減することができる。よって、本実施
の形態によれば、システムが合成型の受信を行う場合であっても、合成された信号の品質
が過剰品質とならないようにすることができる。
【００６８】
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また、本実施の形態によれば、伝搬損失が最小である伝搬路を選択して個別通信チャネル
信号を送信するため、上り回線の個別通信チャネル信号の送信に用いられるタイムスロッ
トは、各フレームにおいて常に１つだけとなる。よって、本実施の形態によれば、セル境
界付近において複数のスロットを使用して個別通信チャネル信号の送信が行われる場合に
比べ、他の通信に対する干渉を低減することができるとともに、移動局装置の消費電力を
低減することができる。
【００６９】
また、本実施の形態によれば、セル境界付近において、伝搬損失が最小となる伝搬路を使
用して個別通信チャネル信号の送信が行われるようにタイムスロットの割り当て状態が適
宜切り替わる。よって、本実施の形態によれば、セル境界付近において通信回線が途切れ
てしまう可能性を、従来のハードハンドオーバが行われる場合に比べて低くすることがで
きる。
【００７０】
また、本実施の形態によれば、伝搬損失が最小となる伝搬路を使用して個別通信チャネル
信号の送信を行うため、伝搬路状態の瞬時変動に追従し、常に伝搬路状態が最良な伝搬路
を介して個別通信チャネル信号を送信することができる。
【００７１】
なお、本実施の形態においては、タイムスロットの割り当て状態の切り替えを１フレーム
毎に行うようにした。しかし、タイムスロットの割り当て状態の切り替え単位は、これに
限られるものではない。例えば、本実施の形態では、タイムスロットの割り当て状態の切
り替えを誤り訂正のブロック単位で行うようにしてもよい。
【００７２】
また、本実施の形態では、各タイムスロットでの信号の多重方式として、ＣＤＭＡ方式を
用いた場合について説明した。しかし、多重方式は、これに限られるものではない。例え
ば、本実施の形態では、各タイムスロットでの信号の多重方式として、ＯＦＤＭ（ Orthog
onal Frequency Division Multiplexing）方式等を用いることもできる。
【００７３】
また、本実施の形態においては、説明の便宜上、移動局が２つのセルの境界付近に位置す
る場合について説明した。しかし、本実施の形態はこれに限定されるものではなく、移動
局が３つ以上のセルの境界付近に位置する場合についても適用可能なものである。
【００７４】
また、本実施形態においては、移動局がセル境界付近に位置する場合について説明した。
しかし、本実施の形態はこれに限定されるものではなく、移動局がセクタの境界付近に位
置する場合についても適用可能なものである。移動局がセクタの境界付近に位置する場合
には、移動局は、複数のセクタにおける伝搬損失を測定し、伝搬損失が最小となるセクタ
に対応するアンテナに対して個別通信チャネル信号を送信する。
【００７５】
また、本実施の形態においては、伝搬損失を測定するための信号として共通制御チャネル
信号を用いた場合について説明した。しかし、本実施の形態はこれに限定されるものでは
なく、基地局より全移動局に対して一定の電力で送信されている信号であれば、いかなる
信号を用いて伝搬損失を測定してもよい。
【００７６】
さらに、本実施の形態においては、各基地局から各移動局に対してそれぞれ異なる電力で
送信される信号を用いて伝搬損失を測定することも可能である。例えば、基地局は、下り
回線の個別通信チャネル信号について送信電力制御を行うことがある。この場合、各移動
局に対して送信される個別通信チャネル信号の送信電力値はそれぞれ異なるため、移動局
は、個別通信チャネル信号の受信レベルから単純に伝搬損失を測定することができない。
しかし、この場合でも、移動局が、例えばクローズドループ送信電力制御に用いるコマン
ドを利用する方法等によって、各基地局から送信された個別通信チャネル信号の送信電力
値を推定することが可能であれば、移動局は、各基地局毎に個別通信チャネル信号の伝搬
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損失を測定することができる。このように、移動局は、各基地局から送信される個別通信
チャネル信号を用いて伝搬損失を測定することも可能である。
【００７７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、システムの受信タイプに応じて伝搬損失の測定方
法を適宜切り替えるため、合成型の受信を行うシステムと選択型の受信を行うシステムと
が混在する場合においても、各システムに応じて適切な送信電力制御を行うことができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る移動局装置を含む無線通信システムの構成図
【図２】本発明の一実施の形態に係る移動局装置の構成を示す要部ブロック図
【図３】本発明の一実施の形態に係る移動局装置の伝搬損失測定部の構成を示す要部ブロ
ック図
【図４】本発明の一実施の形態に係る移動局装置の動作を説明するためのタイムスロット
の割り当て状態の一例を示す模式図
【符号の説明】
１００　移動局
１０１　基地局Ａ
１０２　基地局Ｂ
１０３　制御局
２０１　アンテナ
２０２　ＲＦ部
２０３　逆拡散部
２０４　復調部
２０５　データ分解部
２０６　切り替え制御部
２０７　伝搬損失測定部
２０８　送信電力制御部
２０９　伝搬損失比較部
２１０　送信スロット制御部
２１１　データ組立部
２１２　変調部
２１３　拡散部
３０１　抽出部
３０２　記憶部
３０３　スイッチ
３０４　合成部
３０５　受信電力測定部
３０６　減算部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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